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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カミソリカートリッジであって、
　ａ．前縁部、後縁部、皮膚接触表面、及び、前記皮膚接触表面の反対側のドッキング表
面を有する、ハウジングと、
　ｂ．前記前縁部と前記後縁部との間で、前記皮膚接触表面に位置決めされた、１つ以上
の剃毛刃と、
　ｃ．平坦表面、及び前記ハウジングの前記ドッキング表面の少なくとも一部分を露出さ
せる少なくとも１つの隙間領域を形成する、キャリアであって、前記平坦表面の一方の側
に前方接触表面を形成し、前記平坦表面の反対側に後方接触表面を形成し、少なくとも第
１の滑り部材保持構造体を形成する、キャリアと、
　ｄ．前記第１の滑り部材保持構造体に取り付けられ、前記キャリアの前記前方接触表面
と同じ側に存在する、滑り部材の皮膚に接触する接触表面を形成する、第１の滑り部材と
、を備え、
　ｅ．前記キャリアの前記前方接触表面が、前記ハウジングの前記ドッキング表面に隣接
し、
　ｆ．前記カミソリカートリッジが、ドッキング構造体を有するハンドルと共に使用され
、前記ハウジングの前記ドッキング表面が、前記ハンドルの前記ドッキング構造体に着脱
自在に取り付けられ、前記ハンドルが、前記ハウジングから前記ハンドルを取り外す取り
外し部材であって、同時にまた、前記キャリアを、前記ハンドルと前記ハウジングとの中
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間に保持されることから解放する、単一の取り外し部材を備える、カミソリカートリッジ
。
【請求項２】
　前記キャリアが、前記ハウジングに取り付けられない、請求項１に記載のカミソリカー
トリッジ。
【請求項３】
　前記キャリアが、前記第１の滑り部材保持構造体の反対側に位置決めされた、第２の滑
り部材保持構造体を更に備え、前記カミソリカートリッジが、前記第２の滑り部材保持構
造体に取り付けられた、第２の滑り部材を更に備える、請求項１又は２に記載のカミソリ
カートリッジ。
【請求項４】
　前記第１の滑り部材が第１の旋回軸を形成し、前記第２の滑り部材が第２の旋回軸を形
成する、請求項３に記載のカミソリカートリッジ。
【請求項５】
　前記キャリアが、前記ハンドルと前記ハウジングとの中間に存在する、請求項１に記載
のカミソリカートリッジ。
【請求項６】
　前記ドッキング表面が、前記キャリアの前記前側表面に係合する、ハウジングの接触表
面を含み、前記ハンドルが、前記キャリアの前記後側表面に係合する、ハンドルのキャリ
ア接触表面を含む、請求項１から５のいずれか一項に記載のカミソリカートリッジ。
【請求項７】
　前記ハンドルが、前記キャリアを必要とすることなく、前記ハウジングに取り付けられ
る、請求項１から６のいずれか一項に記載のカミソリカートリッジ。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　カミソリカートリッジヘッドの一部又は外周を取り囲む大きい石鹸基材を有する、剃毛
カミソリが既知である。米国特許第７，８１１，５５３号、同第７，８７７，８７９号、
米国特許公開第２００８／０２５０６４６号、同第２００６／０２２５２８５号、同第２
００６／０８０８３７号、同第２００５／００１１０７３号、及び同第２００５／０２７
８９５４号を参照されたい。これらのカミソリのうちの幾つかはまた、市場でも販売され
ており、それらのカミソリとしては、Ｇｉｌｌｅｔｔｅ　Ｖｅｎｕｓ　Ｂｒｅｅｚｅカミ
ソリ及びＶｅｎｕｓ　＆　Ｏｌａｙカミソリ、並びにＳｃｈｉｃｋ　Ｉｎｔｕｉｔｉｏｎ
カミソリが挙げられるが、これらに限定されない。
【０００２】
　これらのカミソリは、典型的には、剃毛中にユーザに潤滑を供給する、１つ以上の石鹸
構成要素を含む。一部の実施では、それらの石鹸構成要素は、カミソリカートリッジに取
り付けられた石鹸基材キャリアによって支持される。例えば、米国第７，８１１，５５３
号で説明されるカミソリは、カミソリのハウジングの外部を取り囲み、複数の保持クリッ
プを介して取り付けられる、石鹸基材キャリアを有する。このカミソリは、接続部材に取
り付けられるカートリッジヘッドを有するように示され、その接続部材は、カミソリのハ
ンドルに取り付けられる。石鹸基材キャリアは、クリップを介してカートリッジに取り付
けられることにより、カートリッジ及び接続部材がハンドルから取り外される場合、並び
にカートリッジヘッドが接続部材から取り外される場合であっても、固定されたまま維持
される。実際に、石鹸基材は、使用から廃棄までの全体を通して、カートリッジヘッドに
取り付けられたまま維持される。
【０００３】
　他のカミソリは、米国第２００５／００１１０７３号で説明されるカミソリに関するも
のなどの、カートリッジ及びカミソリのハンドルの双方に接続されたプラスチックのハウ
ジング上に流延成形される、石鹸基材を含む。このカミソリでは、石鹸キャリアは、カミ
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ソリカートリッジに取り付けられており、そのキャリア及びカートリッジを、カミソリ組
立体（ハンドル）に機械的に直接取り付けることを可能にする、機構を含む。カートリッ
ジを取り外すために、ユーザは、その機械的取り付け具を作動させて、ハンドルから石鹸
キャリアを解放することになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第７，８１１，５５３号
【特許文献２】米国特許第７，８７７，８７９号
【特許文献３】米国特許公開第２００８／０２５０６４６号
【特許文献４】米国特許公開第２００６／０２２５２８５号
【特許文献５】米国特許公開第２００６／０８０８３７号
【特許文献６】米国特許公開第２００５／００１１０７３号
【特許文献７】米国特許公開第２００５／０２７８９５４号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　カミソリカートリッジ、又はより大きいカミソリ全体に対する、石鹸基材の取り付け、
取り外し、若しくは交換は、特に、カミソリカートリッジ上にカミソリ刃が存在すること
を考慮すると、困難なものとなり得る。それゆえ、ユーザによる容易な取り付け又は取り
外しが可能であり、石鹸キャリア又はカートリッジを、一体に若しくは別個に容易に変更
するための、更なる柔軟性をユーザに与えることが可能な、着脱自在な石鹸基材を含む、
カミソリの設計に対する必要性が残されている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様は、前縁部、後縁部、皮膚接触表面、及び、その皮膚接触表面の反対側
のドッキング表面を有する、ハウジングと、前縁部と後縁部との間で皮膚接触表面に位置
決めされた、１つ以上の剃毛刃と、平坦表面、及びハウジングのドッキング表面の少なく
とも一部分を露出させる（好ましくは、その中を通ってカミソリのハンドルが取り付けら
れることを可能にするための）少なくとも１つの隙間領域を形成するキャリアであって、
その平坦表面の一方の側に前方接触表面を形成し、その平坦表面の反対側に後方接触表面
を形成し、少なくとも第１の滑り部材保持構造体を形成する、キャリアと、その第１の滑
り部材保持構造体の周囲でキャリアに取り付けられ、滑り部材の皮膚に接触する接触表面
を形成する、第１の滑り部材とを備え、その皮膚接触表面が、キャリアの前方接触表面と
同じ側に存在し、そのキャリアの前方接触表面が、ハウジングのドッキング表面に隣接す
る、カミソリカートリッジに関する。
【０００７】
　本発明の別の態様は、本発明のキャリアを備える複数のカミソリカートリッジを含む、
キットに関する。
【０００８】
　本発明の更に別の態様は、本発明によるカミソリカートリッジを提供する工程、ドッキ
ング表面の周囲でカミソリカートリッジに着脱自在に取り付けるためのドッキングシステ
ムを備える、カミソリのハンドルを提供する工程を含む、カミソリを組み立てる工程を含
む、カミソリを使用する方法に関し、カミソリのハンドルとカミソリカートリッジのドッ
キング表面との中間に、キャリアが位置決めされ、このキャリアは、カミソリのハンドル
とカミソリカートリッジのドッキング表面との間に適用される圧力によって、定位置に保
持される。この方法は、カミソリカートリッジのドッキング表面から、カミソリのハンド
ルをドッキング解除する工程を含む、カミソリを分解する工程を更に含み得る。任意選択
的に、この方法は、カミソリカートリッジのドッキング表面から、カミソリのハンドルを
ドッキング解除する工程が、同時に、カミソリのハンドル及びカミソリカートリッジから
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、この物品を解放するように遂行される。別の実施形態では、この方法は、ハンドルが、
この物品内に形成された隙間領域を通ってカートリッジ上にドッキングするように、この
物品をハンドルとカートリッジとの中間に位置決めすることによって、カミソリカートリ
ッジ及び物品を交換する工程を更に含む。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１ａ】本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの後面平面図である。
【図１ｂ】本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの後面平面図である。
【図１ｃ】図１ａ及び図１ｂのカミソリの側面投影図である。
【図２ａ】本発明の少なくとも１つの実施形態による、２つの滑り部材キャリアの後面平
面図である。
【図２ｂ】本発明の少なくとも１つの実施形態による、２つの滑り部材キャリアの後面平
面図である。
【図３ａ】本発明の少なくとも１つの実施形態による別のカミソリの後面斜視図である。
【図３ｂ】本発明の少なくとも１つの実施形態による別のカミソリの後面斜視図である。
【図３ｃ】本発明の少なくとも１つの実施形態による別のカミソリの後面斜視図である。
【図３ｄ】滑り部材が取り付けられているキャリアの前面斜視図を示す。
【図４ａ】本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの側面図である。
【図４ｂ】本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの側面図である。
【図５】本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの正面図である。
【図６ａ】本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの側面図である。
【図６ｂ】本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの側面図である。
【図６ｃ】本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの側面図である。
【図７ａ】本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの側面図である。
【図７ｂ】本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの側面図である。
【図７ｃ】本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの側面図である。
【図８ａ】本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの側面図である。
【図８ｂ】本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの側面図である。
【図９ａ】本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの側面図である。
【図９ｂ】本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの側面図である。
【図９ｃ】本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの側面図である。
【図１０ａ】本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの側面図である。
【図１０ｂ】本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの側面図である。
【図１１】本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの正面図である。
【図１２ａ】本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの側面図である。
【図１２ｂ】本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの側面図である。
【図１２ｃ】本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　Ｉ．カミソリの詳細
　ａ．滑り部材キャリア
　本発明は、平坦表面と、カミソリカートリッジ及びカミソリのハンドルを中に通して接
続することが可能な少なくとも１つの隙間領域とを形成する、キャリアを含む、カミソリ
と共に使用するための物品に関し、このキャリアは、その平坦表面の一方の側に前方接触
表面を形成し、その平坦表面の反対側に後方接触表面を形成し、このキャリアは、第１の
滑り部材保持構造体及び第２の滑り部材保持構造体などの、少なくとも１つの滑り部材を
形成する。第１の滑り部材保持構造体及び第２の滑り部材保持構造体は、同じ全体構造か
ら一体的に形成することができ、又は、それらの構造体は別個のものとし、互いに取り付
けることができる。第１の滑り部材及び第２の滑り部材は、それぞれ、それらの対応の滑
り部材保持構造体を介して、キャリアに取り付けられる。各滑り部材は、皮膚に接触する
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接触表面を有し、これらの２つの表面の間に引かれる平面は、滑り部材の皮膚接触平面を
形成する。この皮膚接触表面は、キャリアの前方接触表面と同じ側に面している。当業者
は、カミソリカートリッジが皮膚の一部分に沿って通過する際、これらの滑り部材が、カ
ートリッジヘッドの皮膚接触表面上に存在する、カートリッジの刃及び他の機構と共に、
皮膚に接触することを理解するであろう。このことにより、より広い皮膚接触表面が形成
される。静止時には、カートリッジヘッドの皮膚接触表面は、滑り部材の皮膚接触表面と
同一平面上に存在し得るか、又は、正（ユーザに向けて前方）若しくは負（ユーザから離
れる方向）に位置決めすることができる。
【００１１】
　隙間領域は、別の構造体が、後方接触表面から前方接触表面上の構造体へ、若しくはそ
の逆に通過して延びるための、開口又は通路とすることができる。一実施形態では、滑り
部材キャリアが、カミソリカートリッジ及びカミソリのハンドルを備えるカミソリ上で使
用される。この滑り部材キャリアは、好ましくは、カミソリカートリッジとカミソリのハ
ンドルとの間に取り付けられるか、又はそれらの間に他の方式で拘束される。カミソリカ
ートリッジは、カートリッジ上に存在する１つ以上の刃によって部分的に画定される剃毛
表面の反対側に位置決めされた、ドッキング表面を備える。このドッキング表面は、他の
交換可能なカミソリシステム上のものと同様に、ドッキングシステム及びドッキング表面
を介して、カミソリのハンドルに取り付けられるように設計される。一実施形態では、こ
のキャリアは、カートリッジのドッキング表面が、キャリアの前側表面を押し付け、ハン
ドル／ドッキングシステムが、キャリアの後側表面を押し付ける、反対向きの力によって
、ハンドルとカートリッジとの間に拘束される。実際に、このキャリアは、ハンドルとカ
ートリッジとの間に挟み込むことができ、それらの２つの構造体の間に形成される圧力に
よって、定位置に保持される。
【００１２】
　一実施形態では、このキャリアは、キャリアのドッキング表面、ハンドルのドッキング
システムのいずれか、又は双方に、キャリアを方向付けるために使用される、１つ以上の
位置合せ部材を更に備える。例えば、一実施形態では、このキャリアは、受容穴を含み得
るものであり、ドッキング表面は、キャリア及びカートリッジが互いに隣接して配置され
る場合に、その受容穴内に接合する、位置合せピンを形成する。このキャリア上の受容穴
と共に、雄型部材もまた、キャリア上に提供することができる。キャリアの後側表面とド
ッキングシステムとの間の境界面上に、同様の機構を使用することができる。一部の実施
形態では、これらの３つの構造体の間の境界面の双方に、位置合せ機構が使用される。
【００１３】
　一実施形態では、キャリアは、いずれのカートリッジ保持機構も含まず、いずれのハン
ドル保持機構も含まず、あるいは、カートリッジ保持機構及びハンドル保持機構の双方を
含まない。このことは、そのキャリアが、ハンドルとカートリッジとがドッキング解除さ
れる場合に、ユーザによって容易に取り外すことが可能な、別個の独立構造体として、自
由に浮動することが可能となるため、重要な特徴である。このことは、典型的には剃毛補
助キャリア又はホルダーをカートリッジに直接保持する（米国特許公開第２００８／０２
５０６４６号及び米国特許第７，８１１，５５３号などの）他の実施とは、顕著な対比を
なすものであると同時に、カートリッジ／ホルダーが、ハンドル又はハンドルの一部分に
直接取り付けられる、カミソリとは異なるものである。論じられている取り付けの典型的
な手段としては、タブ、フランジ、フック、アンカー、クリップなどが挙げられる。理論
に拘束されることを意図するものではないが、カートリッジのハウジング及び／又はハン
ドルのドッキング部分への、機械的結合及び／又は他の恒久的な熱結合若しくは接着剤結
合を含まないことにより、キャリアは、小さく壊れやすいプラスチック部品並びに化学的
性質及び刃を含み得る装置から、そのキャリアを取り外すために、クリップを解除するか
、又は他の方式で手によって力を加えることを必要とせずに、カートリッジと対応するハ
ンドルとがドッキング解除されるときはいつでも、容易に変更可能となり得ると考えられ
る。
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【００１４】
　一実施形態では、ドッキングシステムは、滑り部材キャリアを間に重ねた状態、又は重
ねない状態で、カートリッジに直接取り付けることができる。この追加された柔軟性によ
り、その装置の過度の再構築を必要とすることなく、同じカミソリシステムを、滑り部材
キャリアと共に、又は滑り部材キャリアを伴わずに使用することが可能となる。このこと
は、製造上の柔軟性を可能にすると同時に、ユーザの具体的な剃毛の必要性に応じた、ユ
ーザの柔軟性を可能にし得る。重要なことには、このことにより、所定の剃毛に関して、
ユーザは、キャリア上に提供される追加機構を使用することを望むか否かを、自分自身で
決定することが可能となり得る。この追加された柔軟性により、様々な剃毛条件で使用す
ることが可能な単一のカミソリが、ユーザに提供される。例えば、剃毛用製剤が利用可能
ではない場合などの、追加の潤滑及び滑りをユーザが望む場合に、ユーザは、滑り部材キ
ャリアをカミソリに取り付けることができる。より小さい区域又はより狭い区域を剃毛し
ている場合などの、より小さい剃毛ヘッド構成のカミソリカートリッジをユーザが所望す
る場合に、滑り部材キャリアを取り外した状態で、剃毛することができる。理論に拘束さ
れることを意図するものではないが、滑り部材は、追加の潤滑を皮膚に提供することがで
きるため、ユーザは、剃毛用製剤を使用せずに剃毛している場合には、本キャリアが特に
有用であることを見出し得ると考えられる。更には、ユーザは、身体、腕、又は脚などの
、より大きい皮膚の部分を剃毛する場合、このキャリアを含めるように決定することがで
きる。より狭い区域を剃毛することをユーザが望む場合に、ユーザは、同じセッション中
にキャリアを取り外して、より小さい領域、又は複雑な曲線若しくは狭い箇所を有する領
域に、アクセスすることができる。本装置の構成要素の性質は、種々の使用条件に適合す
るように、単一のカミソリを、ユーザによって容易かつ迅速に変更することを可能にする
。
【００１５】
　一実施形態では、ハンドルのドッキングシステムは、外向きに突出して、カートリッジ
のドッキング表面に位置決めされた対応するピン受容部材内に狭着可能に取り付けること
が可能な、１つ以上のピンを介してカミソリカートリッジに取り付けられ、これらのピン
受容部材は、それらのピンを受容して保持するための、対向する開口部を形成する。この
実施例は、米国特許出願第２０１１／００６７２４５号（Ｂｒｉｄｇｅｓら）で説明及び
図示されているドッキングシステムとすることができる。他の同様のドッキングシステム
としては、Ｇｉｌｌｅｔｔｅ　Ａｔｒａカミソリシステム及びＧｉｌｌｅｔｔｅ　Ｍａｃ
ｈ　３カミソリで市販されているものが挙げられる。一実施形態では、これらのピン及び
ピン受容部材は、キャリア内に形成された１つ以上の隙間領域を通して取り付けられる。
【００１６】
　一実施形態では、第１の滑り部材は、概して丸みを帯びた形状を有する。皮膚に接触す
る滑り部材の部分は、改善された感触を可能にするための丸みを帯びた縁部を有する、概
して平坦な形状とすることができる。この皮膚接触表面は、平滑な場合もあり、又は、エ
ンボス加工、テクスチャ加工、隆起又は陥凹したディンブルなどの、様々な形態の表面処
理を含む場合もある。一実施形態では、第１の滑り部材は、第２の滑り部材とは異なる形
状又は表面処理を有する。複数の滑り部材が提供される場合、それらは、同様の着色、芳
香、形状、及び／又は組成を有する場合があり、あるいは、これらの特徴のうちの１つ以
上が異なる場合もある。
【００１７】
　一実施形態では、キャリアを半分に切断する、キャリア内に形成された横断長手方向中
心線により、上側キャリア領域及び下側キャリア領域を形成することができ、この上側キ
ャリア領域は、下側キャリア領域と対称である。キャリアが単一の旋回軸を有する場合の
、図５～１２に示すような一部の実施形態では、その単一の旋回軸と横断長手方向中心線
とは、同じ線とすることができる。他の実施形態では、滑り部材は、米国特許第７，８１
１，５５３号に示される別個の旋回軸と同様の、別個の旋回軸を有する。
【００１８】
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　ｂ．複数の滑り部材キャリアを含むキット
　本発明の別の実施形態は、上述のような複数の滑り部材キャリアを含む、キットを提供
する。それらの滑り部材キャリアは、同じものとすることができ、又は、異なる滑り部材
などの、異なるものとすることもできる。一実施形態では、このキットは、滑り部材キャ
リアと共に提供される、１つ以上のカミソリカートリッジを含む。各カミソリカートリッ
ジは、滑り部材キャリアと対にして、キット内部に一体にパッケージ化することができる
。別の実施形態では、滑り部材キャリアは、対応のカミソリカートリッジの有無にかかわ
らず、バッグ又はタブ内に個別にパッケージ化される。一実施形態では、このキットは、
それらの滑り部材キャリア及び任意の追加的カミソリカートリッジのうちの１つ以上と共
に、完全に組み立てられた（ハンドル、キャリア、及びカートリッジを備える）カミソリ
を更に含む。
【００１９】
　図１ａは、カミソリのハンドル１８００が、第１の滑り部材１３００及び第２の滑り部
材１４００を備えるキャリア１２００から取り外された、本発明のカミソリの後面平面図
であり、このキャリアは、この実施例ではハウジングの遠端部上に位置決めされた２つの
開口として示される、隙間領域１２６０を形成しており、ピン１８６０を備えるハンドル
のドッキングシステムは、カートリッジのドッキング表面１５４０から外向きに延びる１
対のピン受容部材１５６０を介して、カミソリカートリッジ１５００上にドッキングする
ことができる。単一の隙間領域もまた、使用することができる。図１ａではまた、単一の
旋回軸１２１０を、キャリアの横断方向中心線に提供することが可能な実施形態も示され
る。ここで示されるように、このキャリアは、横断方向中心線によって分離されるキャリ
アの２つの部分にわたって、概して同一とすることができる。このことにより、ユーザは
、キャリアを１８０度回転させることが可能となる。また、各滑り部材が、それ自体の旋
回軸１２３０及び旋回軸１２４０を含む場合も示される。図１ｂは、組み立てられた構成
での、同じカミソリ構成要素を示す。図１ｃは、図１ａ及び図１ｂのカミソリの側面投影
図である。好ましくは、皮膚に接触する滑り部材の部分は、カートリッジヘッドの皮膚接
触表面と、概して同一平面上に存在する。図１ｃではまた、ピン受容部材が、キャリア内
に形成された隙間領域を通って突出する実施形態も示される。また、ドッキングシステム
が、キャリアを通って突出し、カートリッジ内に形成された受容構造体内に取り付けられ
る場合も、本発明の範囲内である。
【００２０】
　図２ａ及び図２ｂは、本発明の少なくとも１つの実施形態による、２つの滑り部材キャ
リアの後面平面図である。図２ａは、形状が異なる２つの滑り部材を示す。第１の滑り部
材は、この場合、２つの別個の部材で形成されるように示される。この図ではまた、単一
の開口の形態の隙間領域も示されるが、この隙間領域は依然として、ハンドルとカートリ
ッジとが取り付けられることを可能にするための、１つ以上のドッキング取り付けを可能
にし得る。図２ｂは、単一の滑り部材のみを有する実施形態を示す。この滑り部材は、刃
を保持する領域の前方又は後方に存在し得る。
【００２１】
　図３ａ、３ｂ、及び図３ｃは、本発明の少なくとも１つの実施形態による、別のカミソ
リの後面斜視図である。図３ａは、組み立てられた向きでの、カミソリのハンドル、２つ
の滑り部材を備えるキャリア、及び（刃が示されている）カミソリカートリッジを示す。
図３ｂは、実行可能性を促進するために、カートリッジヘッドから刃を取り外した状態で
、ハンドルが取り外されていることを示す。図３ｃは、これらの３つの構成要素のそれぞ
れが、分離されていることを示す。ここで示されるように、ドッキングシステムは、カー
トリッジ内に形成された２つの受容部材内にドッキングする、１対の外向きに突出するピ
ンを備える。これらの受容部材は、対向するピンによって形成される旋回軸を中心として
、カートリッジが円滑に回転することを可能にする、円弧形状を有するように示される。
この実施形態では、キャリアは、カートリッジの回転を容易にするための、対応する円弧
回転部材を備える。
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【００２２】
　図３ｄは、滑り部材が取り付けられている、キャリアの前面斜視図を示す。滑り部材１
３００は、受容部材の左側部分から右側部分に滑り込むように示される。滑り部材１４０
０は、スナップ嵌め又はプレス嵌めされるように示される。滑り部材をプレス嵌めする場
合、滑り部材の一方の部分を受容領域内に定置して、次いで他方の部分に圧力を加えるこ
とが可能な、揺動運動によって行うことができる点を、当業者は理解するであろう。この
ことは、左右に（すなわち、左側を押し込み、次いで右側に圧力を加える、又は逆も同様
）、又は上から下に行なうことができる。
【００２３】
　図４ａ及び図４ｂは、図３に示すカミソリの側面図である。図４ａは、組み立てられた
カミソリを示し、図４ｂは、取り外されたハンドル、キャリア、及びカートリッジを示す
。キャリアは、カートリッジに面する前方接触表面１２１０、及びハンドルに面する後方
接触表面１２１５を有する。キャリアは、ここで示すように、完全に平坦である必要はな
く、キャリアは、キャリアがハンドルに接触する場所である２つの円弧回転部材を形成す
ることを、当業者は理解するであろう。ここではまた、第１の滑り部材によって形成され
る、滑り部材皮膚接触表面も示される。この実施形態では、第１の滑り部材及び第２の滑
り部材が提供され、それらの双方は、同じ滑り部材皮膚接触表面を形成する。カミソリカ
ートリッジは、滑り部材によって形成される皮膚接触表面の背後（負の位置）に存在する
場合もあるが、また、平面的な場合もあり、又は滑り部材によって形成される皮膚接触表
面から外向き（正の位置）に突出する場合もある、より広い皮膚接触表面の一部分を形成
する。当業者は、このキャリアが、ユーザに向けて前方に偏向し得るか、又は圧力が加え
られた場合には後方に偏向し得ることを理解するであろう。それゆえ、使用中に、滑り部
材に加えられた圧力が、それらの滑り部材をハンドルに向けて後方に駆動して、より平坦
な全体的皮膚接触表面を作り出すことができる可能性がある。当業者はまた、皮膚が本質
的に弾性であり、身体が多くの凹曲線及び凸曲線を有することも理解するであろう。それ
ゆえ、完全には平坦ではない場合であっても、皮膚は、より広い皮膚接触表面に係合する
ように適応することができる。
【００２４】
　図５～１２に示す装置もまた、本発明に従って使用することが可能であり、具体的には
、この場合、本発明のキャリアは、第１及び／又は第２の滑り部材保持構造体を形成する
。
【００２５】
　図５は、本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの正面図である。このカミ
ソリは、ハンドル８００に取り付けられたカミソリカートリッジ１００である、ヘッドユ
ニットからなる。カミソリカートリッジ１００は、少なくとも１つの刃５１０（この場合
には、３つの刃で示される）を支持するカートリッジハウジング５００、カートリッジの
前端部（刃の前方）に位置決めされたガード５２０、及びカートリッジの後縁部、刃の後
方に位置決めされた（一般に剃毛補助剤とも称される）潤滑ストリップ５３０を備える。
このヘッドユニットはまた、１つ以上の潤滑ストリップも備え得るものであり、図５に示
すように、いずれかの刃の前方に位置決めされた潤滑ストリップを有する。既知の剃毛補
助剤及び潤滑ストリップの非限定的な例は、米国特許第７，５８１，３１８号、同第７，
０６９，６５８号、同第６，９４４，９５２号、同第６，５９４，９０４号、同第６，３
０２，７８５号、同第６，１８２，３６５号、同第Ｄ４２４，７４５号、同第６，１８５
，８２２号、同第６，２９８，５５８号、及び同第５，１１３，５８５号、並びに同第２
００９／０２２３０５７号で説明されている。カミソリカートリッジは、カミソリ刃の先
端が露出しているカートリッジの部分に、どのように皮膚が接触するかによって画定され
る、剃毛平面を形成する。
【００２６】
　このヘッドユニットは、米国特許第５，６６１，９０７号で説明される刃ユニットと同
様のものとすることができる。ハンドルは、米国特許第５，８５５，０７１号、同第５，
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９５６，８５１号、及び／又は同第６，０５２，９０３号で説明されるものと同様のもの
とすることができる。刃ユニットをハンドルに接続するために、接続部材を提供すること
ができ、米国特許公開第２００６／００８０８３７（Ａ）号、及び同第２００６／００８
０８３８（Ａ）号、並びに／あるいは米国特許第８，０３３，０２３号で説明される接続
部材と同様のものとすることができる。
【００２７】
　このカミソリカートリッジは、刃が皮膚に接触する剃毛表面と、カミソリカートリッジ
が直接又は間接的にハンドルに取り付けられる、剃毛表面の反対側のドッキング表面とを
形成する。一実施形態では、カミソリカートリッジは、少なくとも１つの第１の滑り部材
キャリア３１０を介してカミソリのハウジングに取り付けられた、第１の滑り部材３００
を含む、滑り部材保持構造体１１０を更に備える。ここで示されるように、滑り部材キャ
リアは、１対の湾曲した第１の滑り部材保持構造体（又は、支持アーム）である。これら
の構造体はまた、直線状にすることもできる点を、当業者は理解するであろう。このカミ
ソリカートリッジは、少なくとも１つの第２の滑り部材キャリア４１０を介してカミソリ
のハウジングに取り付けられた、第２の滑り部材４００を更に含み得る。ここで示される
ように、このキャリアは、１対の湾曲した第２の滑り部材保持構造体である。
【００２８】
　第１の滑り部材及び第２の滑り部材は、単一の旋回軸２００を中心として旋回するよう
に、ヒンジ式にハウジングに取り付けられる。旋回軸２００は、滑り部材キャリア（すな
わち、保持構造体）をヒンジ式に取り付けることが可能な梁で形成することができ、又は
第１の滑り部材キャリアと第２の滑り部材キャリアとの間のヒンジ式接続（それらのキャ
リアが剃毛表面内に折り畳まれること、及び剃毛表面から離れる方向に折り畳まれること
を可能にする、キャリア間の脆弱線など）によって、画定することができる。一実施形態
では、カートリッジハウジングは、滑り部材キャリアがヒンジ式に取り付けられる、（図
１に示す実施形態と同様の）ハウジングから離れる方向で横向きに延びる、１対の突出部
を含む。１対の突出部が示されるが、単一の突出部もまた（特に、その単一の突出部をハ
ウジング上の受容領域に取り付けるために、保持機構が含まれる場合には）、対応する第
１の滑り部材キャリア及び第２の滑り部材キャリア並びにカートリッジハウジングと共に
使用することができる点を、当業者は理解するであろう。
【００２９】
　本発明のカミソリカートリッジは、電力又は手動で使用することができ、使い捨て又は
詰め替え可能なカミソリシステムとすることができる。このカミソリカートリッジはまた
、複数の刃も含み得る。例えば、米国特許第７，１６８，１７３号は、全般的に、複数の
刃を有するカミソリカートリッジを含む、Ｇｉｌｌｅｔｔｅ　Ｃｏｍｐａｎｙより市販の
Ｆｕｓｉｏｎ（登録商標）カミソリを説明している。更には、このカミソリカートリッジ
は、ガード並びに剃毛補助剤を含み得る。様々なカミソリカートリッジを、本発明に従っ
て使用することができる。フィン、ガード、及び／又は剃毛補助剤の有無にかかわらず、
好適なカミソリカートリッジの非限定的な例としては、Ｆｕｓｉｏｎ（登録商標）、Ｖｅ
ｎｕｓ（登録商標）の製品ラインでＧｉｌｌｅｔｔｅ　Ｃｏｍｐａｎｙによって販売され
るもの、並びに米国特許第７，１９７，８２５号、同第６，４４９，８４９号、同第６，
４４２，８３９号、同第６，３０１，７８５号、同第６，２９８，５５８号、同第６，１
６１，２８８号、及び米国特許公開第２００８／０６０２０１号で開示されるものが挙げ
られる。
【００３０】
　「前方」及び「後方」という用語は、本明細書で使用するとき、刃ユニット（すなわち
、カミソリカートリッジ）の機構間の相対位置を定義する。少なくとも１つの刃の「前方
」の機構は、例えば、装置によって処理される表面が、その少なくとも１つの刃と遭遇す
る前に、その機構に遭遇するように位置決めされる。例えば、装置が、その意図された切
断方向でストロークされている場合には、ガードは、刃の前方に存在する。刃の「後方」
の機構は、装置によって処置される表面が、刃に遭遇した後で、その機構に遭遇するよう
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に位置決めされ、例えば、装置が、その意図された切断方向でストロークされる場合には
、キャップは、刃の後方に配置される。
【００３１】
　一実施形態では、カミソリ上のガードは、ユーザの皮膚に係合するための、少なくとも
１つの細長い可撓性突出部を有する。一実施形態では、少なくとも１つの可撓性突出部は
、１つ以上の細長い縁部に概して平行な、可撓性フィンを含む。別の実施形態では、この
少なくとも１つの可撓性突出部は、１つ以上の細長い縁部に概して平行ではない少なくと
も１つの部分を備える、可撓性フィンを含む。好適なガードの非限定的な例としては、現
在のカミソリ刃で使用されるものが挙げられ、米国特許第７，６０７，２３０号及び同第
７，０２４，７７６号（エラストマー／可撓性のフィンバーを開示）、同第２００８／０
０３４５９０号（湾曲したガードフィンを開示）、同第２００９／００４９６９５（Ａ１
）号（上面と下面との間に延びる少なくとも１つの通路を形成するガードを有する、エラ
ストマーのガードを開示）で開示されるものが挙げられる。
【００３２】
　ヘッドユニットは、固定式又は着脱自在に、ハンドルに取り付けられる。この取り付け
は、ヘッドユニットからハンドルのドッキング部材への直接的な取り付けとすることがで
き、又は、ヘッドユニットを相互接続部材に取り付けることができ、次いで、その相互接
続部材が、ハンドルのドッキング部材に接続される。本発明の設計は、米国特許第７，８
１１，５５３号で示されるカミソリ、又はＶｅｎｕｓ　Ｂｒｅｅｚｅ型のカミソリに対す
る構造的変更態様として達成することができ、それらの場合に剃毛補助剤及び剃毛補助剤
ホルダーとして説明されるものに対する、顕著な変更を有することを、当業者は理解する
であろう。
【００３３】
　図６ａ～６ｃは、本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの側面図である。
図６ａは、静止位置でのカミソリを示し、その一方で、図２ｂは、カートリッジの後側部
分（第１の滑り部材及びカミソリカートリッジのキャップを形成する部分）が、カミソリ
のハンドルに向けて後方に偏向されている場合の、後方に旋回しているカートリッジを有
するカミソリを示す。図６ｃは、カートリッジの前側部分（第２の滑り部材及びガードを
形成する部分）が、カミソリのハンドルに向けて偏向されるように、カートリッジが前方
に旋回する場合の、同様のカミソリを示す。これらの図は、滑り部材キャリアが固定的で
あり、屈曲しない場合の実施形態を示す。滑り部材保持構造体の対が示されるが、滑り部
材のそれぞれ又は双方はまた、単一の構造体のみに取り付けることもできる。一実施形態
では、単一の保持構造体が使用される場合、それらは、カミソリの両側で、又は双方を同
じ側で使用することができる（例えば、第１の滑り部材保持構造体が、カミソリカートリ
ッジの左側の保持構造体によってハウジングに取り付けられる場合、第２の滑り部材は、
カミソリカートリッジの右側に取り付けられた単一の保持構造体を介して、ハウジングに
取り付けることができ、逆もまた同様である）。
【００３４】
　図７ａ～７ｃは、本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの側面図である。
図６ａ～６ｃに示す実施形態と同様に、このカートリッジは、既存のカートリッジのよう
に、前方及び後方に旋回することができる。ここでは、滑り部材保持構造体は、滑り部材
が、剃毛平面の背後へと後方に（図７ｂ）、及びユーザの皮膚に向けて前方に（図７ｃ）
偏向することができるように、旋回軸２００に沿って旋回することが示される。一実施形
態では、これらの第１の滑り部材キャリアと第２の滑り部材キャリアとは、カミソリが静
止位置にあるとき、約１６５度～約１９５度、又は約１８０度の角度を形成する。実際に
、これらの滑り部材は、剃毛平面で、又は剃毛平面付近で静止する。滑り部材に力が加え
られると、これらの第１の滑り部材キャリアと第２の滑り部材キャリアとは、（図７ｂに
示すような状況と同様に）旋回軸から約１９０度～約２７０度、又は約２００度～約２２
５度の最大偏向角度を形成し得る。このカミソリはまた、（図７ｃに示すような状況と同
様に）旋回軸から約１３５度～約１８０度、又は約１５０度～約１７５度の最小偏向角度
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も有し得る。この最小偏向角度はまた、滑り部材がカートリッジの別の部分と接触するこ
とになる位置としても、定義することができる点を、当業者は理解するであろう。
【００３５】
　一実施形態では、これらの第１の滑り部材キャリア及び第２の滑り部材キャリアは、静
止位置のままで維持されるように、互いから付勢される。当業者は、剃毛中に皮膚によっ
て加えられる力が、一方又は双方の滑り部材を、図７ｂによって示される位置へと後方に
偏向させるために十分であり得ることを理解するであろう。この付勢力は、滑り部材が制
御不能に偏向するように、十分に低いものとするべきである。同様に、この付勢力は、ユ
ーザが、不快感を引き起こすか又は通常の剃毛のストロークを妨害する可能性がある、過
度の力を加える必要がないように、高いものとするべきではない。一実施形態では、この
付勢力は、Ｖｅｎｕｓ　Ｂｒｅｅｚｅ型のカミソリ上で使用される、剃毛補助剤保持部材
の付勢力と同様である。
【００３６】
　図８ａ、８ｂは、滑り保持構造体が、カートリッジハウジングに旋回可能に取り付けら
れ、保持構造体であるようなシーソーのように旋回する場合の、本発明の少なくとも１つ
の実施形態によるカミソリの側面図である。一実施形態では、第１の滑り部材キャリアと
第２の滑り部材キャリアとは、約１６５度～約１９５度、又は約１８０度などの、固定角
度を形成し得る。図８ａ及び図８ｂに示すように、第１の滑り部材キャリア及び第２の滑
り部材キャリアは、この固定角度を維持しつつ、一体に旋回することができる。
【００３７】
　図９ａ～９ｃは、本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの側面図であり、
キャリアの一方又は双方が可撓性材料で作製されることにより、保持構造体は、キャリア
の残部が、静止位置へとロックされるようなロック位置にある場合には、前後に屈曲する
ことができる。本発明のこの実施形態又は任意の他の実施形態では、キャリアを旋回から
ロックすることが消費者に可能となることが、有用であり得る。そのような実施形態が所
望される場合には、使用中に滑り部材を依然として偏向させることができるが、キャリア
がロック位置に保たれるように、保持構造体内に可撓性材料を含めることが有用であり得
る。
【００３８】
　図１０ａ、１０ｂは、本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの側面図であ
る。図１０ａに示すカートリッジは、白黒の線の図面であるが、その一方で、図１０ｂは
、表面の陰影付きで示される。
【００３９】
　図１１は、キャリアが、カートリッジハウジングの外周を包み込まない場合の、本発明
の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの正面図である。この実施形態では、キャリ
アは、剃毛平面から離れる方向で、カートリッジハウジングの後方部分の背後に、又は後
方部分の一部として存在する。図１２ａ～１２ｃは、滑り部材が前方（１２ｂ）及び後方
（１２ｃ）に旋回する場合の、本発明の少なくとも１つの実施形態によるカミソリの側面
図である。
【００４０】
　一実施形態では、滑り部材保持構造体１１０、又は保持構造体のうちの一方は、消費者
によって（例えば、消費者が、剃毛補助剤ホルダーを含まないカートリッジに、剃毛補助
剤ホルダーを追加することを望む場合には）カートリッジ本体から取り外すことができる
ように、装着することができ、又は代替的には、カートリッジ本体上に恒久的に装着する
か、若しくはカートリッジ本体と一体的に成形することもできる。一実施形態では、保持
構造体１１０は、ヘッドユニットのハウジングの裏側表面上への、１つ以上のクリップの
係合によって、カートリッジに着脱自在に取り付けられる。滑り部材キャリアは、米国特
許第７，８１１，５５３号で説明されるように、クリップの下にハウジングを滑らせ、次
いで、クリップを偏向させて定位置にスナップ嵌めすることによって、ハウジングと係合
させることができる。
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【００４１】
　一実施形態では、滑り部材及びキャリアは、一体的に形成される（それらが、双方とも
単一の成形型内で一体に流延成形される場合のように、同じプロセスで形成されることを
意味する）。それらが一体的に形成されない実施形態では、滑り部材は、キャリアの保持
部分の周囲に滑り部材が成形されるか又は他の方式で適合される場合のように、機械的取
り付けを介して滑り部材に取り付けることができ、あるいは接着剤又は熱を介して、それ
らを結合させることができる。滑り部材に取り付けられるキャリアの部分は、Ｖｅｎｕｓ
　Ｂｒｅｅｚｅ（登録商標）ラインの２－イン－１カミソリ、及び／又はＳｃｈｉｃｋ（
登録商標）Ｉｎｔｕｉｔｉｏｎ（登録商標）ラインのカミソリ上で使用されるものと同様
とすることができる。別の実施形態では、これらの剃毛補助剤及び剃毛補助剤ホルダーは
、米国特許公開第２００６／２２５２８５（Ａ）号及び同第２００６／０８０８３７（Ａ
）号、並びに／あるいは米国特許第７，８１１，５５３号で開示されるものと同様とする
ことができる。
【００４２】
　一部の実施形態では、旋回軸及び／又は第２の滑り部材キャリアに、第１の滑り部材キ
ャリアを接続するヒンジは、エラストマー材料、例えばブロックコポリマーで形成される
。このエラストマー材料は、一般に、柔軟な屈曲をもたらすように選択されることにより
、滑り部材は、ユーザの皮膚と接触すると容易に偏向し、同時にまた、良好なバネ復帰も
ウィングにもたらす。例えば、このエラストマー材料は、約０．６８９～２．０７ＭＰａ
（約１００～３００ｐｓｉ）の曲げ弾性率を有し得る。
【００４３】
　ＩＩ．滑り部材
　ａ．非磨耗性滑り部材
　一実施形態では、滑り部材は、湿潤時に滑りやすい、非磨耗性材料で作製することがで
きる。好適な非磨耗性材料の例としては、金属、ガラス、及び硬質プラスチックが挙げら
れ、あるいは、テフロン又はセラミックコーティングなどの、滑りやすさを促進するため
のコーティングを挙げることもできる。一実施形態では、この非磨耗性滑り部材は、湿潤
若しくは乾燥した状況で、皮膚に対して接触した場合に、高い摩擦係数を有さない、ポリ
オキシメチレン、ＰＶＣ、又は別の市販の硬質プラスチック材料で作製することができる
。
【００４４】
　ｂ．従来の剃毛補助剤
　滑り部材が、使用中に溶解又は摩滅して、化学的潤滑剤を供給する場合、その剃毛補助
剤組成物は、石鹸基剤、例えば、押出石鹸基剤又は注入石鹸基剤を、最初に得る（例えば
、作製する）ことによって形成することができる。ピリチオン源を含み得るプロセス感受
性成分を、その石鹸基剤中に組み込むことにより、剃毛補助剤組成物を形成することがで
きる。しかしながら、場合によっては、ピリチオン源は、剃毛補助剤組成物又は石鹸基剤
の作製中の任意の時点で添加することができるように、選択及び形成することができる。
一般に、石鹸基剤が注入石鹸基剤である場合には、このことは、注入石鹸基剤を融解して
、任意のプロセス感受性成分を添加し、次いで、得られた組成物を冷却することによって
、例えば、その組成物を、プロセス感受性成分が実質的に分解されないまま維持される期
間内、例えば約１時間以内に、成形型内に定置して冷却することによって達成される。石
鹸基剤が押出石鹸基剤である場合には、その石鹸基剤及びプロセス感受性成分が、ミリン
グ、粉砕、及び／又は他の混合技術によって組み合わせられ、精製され、押し出されるこ
とにより、剃毛補助剤組成物が形成される。更には、プロセス感受性成分の再融解を回避
することによって、良質の剃毛補助剤組成物を達成することができる。
【００４５】
　剃毛補助剤部分の一方又は双方は、本明細書で説明される成形剃毛補助剤組成物で形成
されるが、その一方で、剃毛補助剤部分の一方は、任意選択的に、異なる組成物又は追加
的組成物を含み得る。例えば、前側の剃毛補助剤部分は、成形剃毛補助剤組成物を含み得
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るが、その一方で、後側部分は、剃毛補助剤部分の代わりに、又はそれに加えて、皮膚軟
化剤及び保湿剤などの、皮膚鎮静成分及びコンディショニング成分を含み得る。
【００４６】
　剃毛補助剤部分は、皮膚と接触すると、通常の非偏向位置から屈曲位置に、弾性的に偏
向するように装着される。この偏向により、脇の下の窪み（腋窩）又は膝の裏側などの、
到達が困難であるか又は狭隘な区域内で、カミソリを容易に使用することが可能となる。
剃毛補助剤部分の偏向はまた、剃毛中に過度の圧力をユーザが加える場合の、その剃毛補
助剤部分の早過ぎる磨耗、及びユーザに対する不快感も防ぐ。一実施形態では、この偏向
の角度は、少なくとも約１０度、例えば、約１０～６０度、典型的には約２０～４０度で
ある。角度Ａは、装置が静止位置にある場合に、旋回軸２００から滑り部材の最高地点ま
で線を引き、滑り部材が静止位置にある場合と、滑り部材がその設計限界まで偏向する場
合との、この線との間の角度を測定することによって測定される。
【００４７】
　ポリオキシエチレンは、約１００，０００～約５，０００，０００の分子量を有し得る
。剃毛補助剤組成物は、シリコーンポリマー（例えば、約０．２５重量％～約５重量％の
シリコーンポリマー）を更に含み得る。剃毛補助剤組成物は、ポリエチレン、ポリブテン
、及び鉱油組成物を更に含み得る。この組成物は、約０．２５重量％～約５重量％のシリ
コーンポリマー、約１０重量％～約６０重量％の脂肪酸塩、約０．１重量％～約８重量％
のエステル、約０．２５重量％～約１０重量％のポリオキシエチレン、並びに約０．３重
量％～約１０重量％のポリエチレン、ポリブテン、及び鉱油組成物を含み得る。石鹸基剤
は、注入石鹸基剤、押出石鹸基剤、又はそれらの組み合わせとすることができる。
【００４８】
　任意選択の耐磨耗性促進成分は、剃毛補助剤組成物が、より多くの回数の剃毛を通じて
存続するように、かつ／又は剃毛補助剤組成物が、水の存在下で急速に溶解若しくは崩壊
しないように、（耐磨耗性促進成分のない剃毛補助剤組成物と比較して）剃毛補助剤組成
物の耐磨耗性を高めることができる。多くの耐磨耗性促進成分は、プロセス感受性である
。多くの他の望ましい成分、例えば、保湿剤、芳香剤などは、同様にプロセス感受性であ
り得る。そのようなプロセス感受性成分を、成形石鹸ベースの剃毛補助剤組成物中に組み
込むことを可能にする方法が提供される。
【００４９】
　ｉ．石鹸基剤
　剃毛補助剤組成物は、石鹸基剤、例えば、注入石鹸基剤又は押出石鹸基剤を含む。石鹸
基剤の基本的構成成分は、その基剤を形成するべく鹸化若しくは中和された、植物油又は
獣脂することができ、あるいは合成注入石鹸基剤とすることもできる。ココナツ酸又は他
の脂肪酸の、（例えば、約２５重量％を超える）過脂肪材料含有部分もまた、使用するこ
とができる。一部の実施形態では、剃毛補助剤組成物は、鹸化若しくは中和された、植物
油又は獣脂など、あるいは前述の材料の組み合わせを含む、基剤を含む。植物油若しくは
獣脂の鹸化又は中和が、脂肪酸のグリセロール及び塩の生成をもたらすことにより、基剤
が形成される。剃毛補助剤組成物は、不透明、半透明、又は透明とすることが可能な、約
５０重量％～約１００重量％の鹸化又は中和された基剤（例えば、約７５重量％～約１０
０重量％の鹸化又は中和された基剤）を含み得る。生成することが可能な例示的な脂肪酸
の塩としては、最大で約２２個の炭素原子を有する、カルボン酸ナトリウム塩が挙げられ
る。
【００５０】
　石鹸基剤は、合成石鹸基剤とすることができる。特定の実施形態では、合成石鹸基剤は
、グリコール（例えば、ジプロピレングリコール、プロピレングリコール、トリプロピレ
ングリコール、及び／又はメチルプロパンジオールグリコール）、グリセリン、脂肪酸塩
（例えば、ステアリン酸ナトリウム及び／又はステアリン酸カリウム）、Ｃ１５～Ｃ２５
アルコール（例えば、ベヘニルアルコール、ステアリルアルコール、セチルアルコール、
及び／又はミリスチンアルコール）、ステアレス（例えばＢｒｉｊ（登録商標）－７２１
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などの、例えば、ステアレス２１）、ステアリン酸、微結晶ろう（例えば、微結晶ろうＳ
Ｐ　１６、ＳＰ　１９、ＳＰ　１６、ＳＰ　１８、ＳＰ－１６７４、ＳＰ　１６Ｗ、ＳＰ
　６０Ｗ、ＳＰ　８９、Ｍｕｌｔｉｗａｘ　１８０Ｍ、Ｘ－１４５、Ｗ－４４５、及び／
又はＷ－８３５）、１種以上の界面活性剤（例えば、Ｔｅｇｏｂｅｔａｉｎｅ　Ｆ－５０
、Ｌｏｎｚａｉｎｅ（登録商標）、Ｍａｃｋａｍ（登録商標）群の界面活性剤、Ｍｉｒａ
ｔａｉｎｅ（登録商標）群の界面活性剤）、並びにラウリルエーテル硫酸ナトリウム（「
ＳＬＥＳ」）（例えば、２５有効％のＳＬＥＳ）を含む。一部の実施形態では、グリセリ
ンは、石鹸基剤中に含まれない。以下でより詳細に説明されるプロセス感受性相中で、一
部又は全体に、グリセリンを任意選択的に含めることができる。
【００５１】
　石鹸基剤は、特定の実施形態では、注入石鹸基剤の約０．５重量％～約３０重量％のグ
リコール（例えば、約１０重量％～約２５重量％のグリコール、又は約１２重量％～約１
５重量％のグリコール）、約１０重量％～約４０重量％のグリセリン（例えば、約１８重
量％～約３４重量％のグリセリン、又は約１８重量％～約２４重量％のグリセリン）、約
２０重量％～約４０重量％の脂肪酸塩（例えば、約２５重量％～約４０重量％の脂肪酸塩
（例えば、ステアリン酸塩）、又は約３０重量％～約３５重量％の脂肪酸塩）、約０．１
重量％～約１０重量％のステアリン酸（例えば、約２重量％～約５重量％のステアリン酸
）、約０．５重量％～約１０重量％の微結晶ろう（例えば、約０．５重量％～約５重量％
の微結晶ろう、又は約１重量％～約３重量％の微結晶ろう）、約１重量％～約１５重量％
のベタイン（例えば、約２有効重量％～約１０有効重量％のベタイン、又は約４有効重量
％～約９有効重量％のベタイン）、及び約１有効重量％～約２０有効重量％のＳＬＥＳ（
例えば、約１有効重量％～約２０有効重量％のＳＬＥＳ、又は約１０有効重量％～約１５
有効重量％のＳＬＥＳ）を含み得る。ピリチオン源の添加前の、１つの例示的な注入石鹸
基剤は、以下を含む。
【００５２】
【表１】

【００５３】
　一部の実施形態では、基剤と合成界面活性剤との組み合わせを採用することができる。
【００５４】
　ｉｉ．剃毛補助剤組成物中の他の成分
　ピリチオン源
　一実施形態では、滑り部材が剃毛補助剤である場合に、その剃毛補助剤は、１種以上の
ピリチオン源を含み得る。本明細書で使用するとき、ピリチオン源は、抗微生物効果並び
に／又は他の審美的利益及び剃毛利益を提供することが可能な、ピリチオン及びピリチオ
ン塩とすることができる。好ましいピリチオン塩は、亜鉛、スズ、カドミウム、マグネシ
ウム、アルミニウム、及びジルコニウムなどの重金属から形成されるものである。亜鉛塩
、特に１－ヒドロキシ－２－ピリジンチオン（ジンクピリジンチオン、またジンクピリチ
オン、ＺＰＴとも名付けられる）の亜鉛塩が、最も好ましい。ナトリウムなどの他のカチ
オンもまた、好適であり得る。ピリチオン源は、ナトリウムピリチオン、ジンクピリチオ
ン、二硫化マグネシウムピリチオン、ピリチオン酸、ジピリチオン、キトサンピリチオン
、及びこれらの組み合わせからなる群から選択することができる。好ましくは、このピリ
チオン源は、ナトリウムピリチオン又はジンクピリチオンであり、より好ましくは、ジン
クピリチオン（ＺＰＴ）である。ＺＰＴは、様々な供給元より市販されている。例えば、
Ａｒｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌより入手可能なＺＰＴ　ＦＰＳを使用することができる。こ
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れは、４８有効％のＺＰＴを含む水分散液である。
【００５５】
　ピリチオン源は、個人向け洗浄技術分野において周知であり、例えば、米国特許第２，
８０９，９７１号、同第３，２３６，７３３号、同第３，７５３，１９６号、同第３，７
６１、４１８号、同第４，３４５，０８０号、同第４，３２３，６８３号、同第４、３７
９，７５３号、及び同第４，４７０，９８２号で説明されている。上述の特許でのピリチ
オン源についての説明は、参照により本明細書に組み込まれる。ピリチオン源は、剃毛補
助剤組成物中に、約０．０５重量％～、０．１重量％～、又は０．４重量％～約０．５重
量％、～１重量％、～２重量％、又は～５重量％の範囲の量で存在し得る。そのような剃
毛補助剤の例は、米国特許公開第２０１２／０２１６４０８（Ａ）号で詳細に説明されて
いる。
【００５６】
　亜鉛源
　剃毛補助剤組成物は、約０．０１重量％～約０．５重量％のレベルで、亜鉛源を更に含
み得る。好適な亜鉛源としては、変色抑止利益も提供することが可能な、米国特許第４，
１６１，５２６号で説明される亜鉛含有材料が挙げられる。具体的には、亜鉛源は、有機
カルボン酸亜鉛塩、無機亜鉛塩、水酸化亜鉛、酸化亜鉛、及びこれらの組み合わせの亜鉛
塩からなる群から選択される。一実施形態では、亜鉛源は、炭酸亜鉛及び／又は酸化亜鉛
である。亜鉛源、例えば、炭酸亜鉛もまた、ピリチオン源の有効性を高めることが可能で
あるとして既知である。一実施形態では、剃毛補助剤は、０．５％のジンクピリチオン、
２％の炭酸ナトリウム、及び０．１％の炭酸亜鉛を含む。
【００５７】
　ジンクピリチオン
　例示的実施形態によれば、剃毛補助剤は、１－ヒドロキシ－２－ピリジンチオン（「ジ
ンクピリチオン」又は「ＺＰＴ」として既知）の亜鉛塩などの、ピリチオン又はピリチオ
ンの多価金属塩を更に含み得る。
【００５８】
　一実施形態では、石鹸基剤中に含まれるジンクピリチオンは、小板状粒子形態の乾燥粉
末ジンクピリチオン（「小板状ＺＰＴ」）である。例示的実施形態によれば、石鹸基剤組
成物中に含まれる小板状ＺＰＴは、例えば、約０．５マイクロメートル～約１０、あるい
は約１～約５マイクロメートル、またあるいは約３マイクロメートルのメジアン粒径、及
び約０．５～約１０マイクロメートル、あるいは約１～約５マイクロメートル、あるいは
約２～約４マイクロメートル、またあるいは約３マイクロメートルの平均粒径を有する、
粒子を含み得る。この小板状ＺＰＴはまた、米国特許第１３／０３６，８８９号（Ｓｍｉ
ｔｈら、２０１１年２月２８日出願、出願整理番号１２００５）の図１に示されるように
、約０．６～約１５マイクロメートル、あるいは約０．６～約１マイクロメートル、ある
いは約０．６マイクロメートル～約０．８マイクロメートル、またあるいは約０．６マイ
クロメートル～約０．７マイクロメートルの厚さも有し得る。剃毛補助剤中に含まれる小
板状ＺＰＴは、約５未満、あるいは約１のスパンも有し得る。
【００５９】
　この剃毛補助剤は、剃毛補助剤の約０．０１重量％～約５重量％、あるいは約０．１重
量％～約２重量％、またあるいは約０．１重量％～約１重量％の小板状ＺＰＴを含み得る
。小板状ＺＰＴは、剃毛補助剤中に、例えば石鹸成分で分散される、乾燥粉末として含め
ることができる。あるいは、小板状ＺＰＴは、例えば、石鹸基剤中の水分散物として、剃
毛補助剤中に含めることができる。
【００６０】
　追加的抗菌剤
　石鹸基剤は、任意選択的に、剃毛補助剤の抗微生物性効果を更に促進するために役立ち
得る、１種以上の追加的抗菌剤を更に含み得る。存在する場合、この抗微生物性剃毛補助
剤は、約０．００１重量％～約２重量％、好ましくは約０．０１重量％～約１．５重量％
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、より好ましくは約０．１重量％～約１重量％の抗微生物性剃毛補助剤を含み得る。採用
することが可能な抗菌剤の例は、カルバニリド、例えば、トリクロカルバン（トリクロロ
カルバニリドとしても既知）、トリクロサン、Ｃｉｂａ－ＧｅｉｇｙよりＤＰ－３００と
して入手可能なハロゲン化ジフェニルエーテル、ヘキサクロロフェン、３，４，５－トリ
ブロモサリチルアニリド、及び２－ピリジンチオール－１－オキシドの塩、サリチル酸、
並びに他の有機酸である。他の好適な抗菌剤は、米国第６，４８８，９４３号で詳細に説
明されている（抗微生物性活性剤と称される）。
【００６１】
　ｐＨ及びｐＨ調整剤
　滑り部材中にＺＰＴが含まれる場合、本石鹸基剤のｐＨは、１０．７以上、好ましくは
１１、１１．５、１２、１２．５、１３、及び１３．５以上、最大１４までとすることが
できる。ＺＰＴが含まれない場合、滑り部材は、約７以上などの、より広い範囲のｐＨを
有することが可能である。本明細書で使用するとき、本組成物のｐＨは、任意の市販のｐ
Ｈ計測器を使用して、約２５℃で測定される。試験される組成物が固体形態である場合、
最初に蒸留水中に溶解させて、１０％の濃度の水溶液を形成する。次いで、この水溶液の
ｐＨが、石鹸基剤の代表とするべく試験される。
【００６２】
　一実施形態では、本石鹸基剤は、上述のｐＨを達成するために十分な量のｐＨ調整剤を
含む。本組成物に関して有用なｐＨ調整剤としては、アルカリ化剤が挙げられる。好適な
アルカリ化剤としては、例えば、アンモニア溶液、トリエタノールアミン、ジエタノール
アミン、モノエタノールアミン、水酸化カリウム、水酸化ナトリウム、二塩基性リン酸ナ
トリウム、可溶性炭酸塩、アンモニア溶液、トリエタノールアミン、ジエタノールアミン
、モノエタノールアミン、水酸化カリウム、水酸化ナトリウム、二塩基性リン酸ナトリウ
ム、可溶性炭酸塩、及びこれらの組み合わせが挙げられる。
【００６３】
　耐磨耗性促進剤
　剃毛補助剤組成物は、１種以上の耐磨耗性促進成分を含む。好適な耐磨耗性促進成分と
しては、ステアリン酸ナトリウム、ポリオキシエチレン、ポリエチレン、エステル、及び
シリコーンポリマーが挙げられる。これらの成分（例えば、エステル及びポリオキシエチ
レン）のうちの多くは、典型的には、プロセス感受性である。耐磨耗性促進材料はまた、
剃毛補助剤組成物に、例えば向上した潤滑などの、他の品質又は特性も付与することがで
きる。
【００６４】
　ポリオキシエチレン
　１つの好適な耐磨耗性促進成分は、プロセス感受性材料である、ポリオキシエチレンで
ある。ポリオキシエチレンは、典型的には、それらの公称分子量又は平均（数平均）分子
量によって特徴付けられる。数平均分子量とは、個々の分子量の合計をポリマーの数で除
算したものである。この分野において既知であるように、ポリオキシエチレンの試料は、
一般に、試料が、その数平均分子量よりも大きい個々のポリマー分子、及び小さい個々の
ポリマー分子を含むような、分子量の分布を含む。
【００６５】
　任意の公称分子量のポリオキシエチレンを含めることにより、成形剃毛補助剤組成物の
磨耗特性を改善することができる。このポリオキシエチレンは、例えば、約１００，００
０ダルトン以上（例えば、約５００，０００、１，０００，０００、２，０００，０００
、３，０００，０００、４，０００，０００、５，０００，０００、６，０００，０００
ダルトン以上、又は約７，０００，０００ダルトン以上）及び／又は約８，０００，００
０ダルトン以下（例えば、約７，０００，０００、６，０００，０００、５，０００，０
００、４，０００，０００、３，０００，０００、２，０００，０００ダルトン以下、又
は約１，０００，０００ダルトン以下）の近似公称分子量を有し得る。任意選択的に、異
なる公称分子量を有する２種以上のポリオキシエチレンを採用することができる。このポ
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リオキシエチレンは、例えば、剃毛補助剤組成物の約０．１重量％以上（例えば、約０．
２５重量％以上、約０．５重量％以上、約１重量％以上、約２重量％以上、約３重量％以
上、約４重量％以上、約５重量％以上、約６重量％以上、約７重量％以上、約８重量％以
上、又は約９重量％以上）及び／又は約１０重量％以下（例えば、約９重量％以下、約８
重量％以下、約７重量％以下、約６重量％以下、約５重量％以下、約４重量％以下、約３
重量％以下、約２重量％以下、約１重量％以下、又は約０．５重量％以下）のレベルで存
在し得る。例示的なポリオキシエチレンとしては、Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅ　Ｃｏｒ
ｐより入手可能な、ＰＯＬＹＯＸ（登録商標）群のポリオキシエチレン、及びＭｅｉｓｅ
ｉ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｗｏｒｋｓ（Ｋｙｏｔｏ，Ｊａｐａｎ）より入手可能な、ＡＬＫ
ＯＸ（登録商標）ポリオキシエチレンに属するものが挙げられる。
【００６６】
　シリコーンポリマー
　シリコーンポリマーもまた、耐磨耗性促進成分として採用することができる。具体的に
は、シリコーン架橋ポリマーを使用することができる。シリコーン架橋ポリマーは、架橋
結合することが可能な（例えば、架橋結合された）シリコーン（例えば、シリコーンベー
スの主鎖を有するもの）を含む、ポリマーである。シリコーンポリマー、具体的にはシリ
コーン架橋ポリマーは、溶媒中に、少なくとも約０．２５有効％（例えば、少なくとも約
０．５有効％、１有効％、１．５有効％、２有効％、２．５有効％、３有効％、３．５有
効％、４有効％、又は少なくとも約４．５有効％）及び／又は最大で約５有効％（例えば
、最大で約４．５有効％、４有効％、３．５有効％、３有効％、２．５有効％、２有効％
、１．５有効％、１有効％、又は最大で約０．５有効％）のレベルで存在し得る。特定の
実施形態では、シリコーン架橋ポリマーは、約０．２５％～約５％のレベルで存在する。
例示的なシリコーン架橋ポリマーとしては、例えば、ラウリルジメチコン／ポリグリセリ
ン－３架橋ポリマー（例えば、３０％のラウリルジメチコン／ポリグリセリン－３架橋ポ
リマー）が挙げられる。市販のシリコーン架橋ポリマーが既知であり、米国第７，８１１
，５５３号の６段落で開示されている。
【００６７】
　エステル
　エステル（例えば、バター及び他の非液体エステル）は、剃毛補助剤組成物中に組み込
むことができ、耐磨耗性促進剤及び／又は皮膚柔軟剤としての機能を果たし得る。具体的
には、半固体エステルを採用することができ、それらは、一般にプロセス感受性材料であ
る。半固体エステルは、皮膚軟化剤及び／又は保湿剤として作用し得る。例示的な半固体
エステルとしては、例えば、シアバター、カカオバター、コクムバター、アボカドバター
、オリーブバター、マンゴーバター、及びこれらの混合物などのバターが挙げられる。エ
ステルは、剃毛補助剤組成物中に、約０．５％以上（例えば、約１％、２％、３％、４％
、５％、６％以上、又は約７％以上）及び／又は約８％以下（例えば、約７％、６％、５
％、４％、３％、２％以下、又は約１％以下）のレベルで組み込むことができる。
【００６８】
　ポリエチレン組成物
　剃毛補助剤組成物は、耐磨耗性促進成分として、１種以上のポリエチレン組成物を含み
得る。一般に、ポリエチレンは、剃毛補助剤組成物の磨耗特性を改善することができるが
、この組成物中に直接組み込むことは困難である。その代わりに、ポリエチレンを特定の
組成物中に組み込み、次いで、その組成物を、剃毛補助剤組成物中に組み込むことができ
る。例えば、ポリエチレン、ポリブテン、及び鉱油を含む組成物（例えば、Ｓｅｎｓｉｅ
ｎｔ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓにより商標名Ｃｏｖａｇｌｏｓｓで販売されるもの）を
採用することができる。一部の実施形態では、剃毛補助剤組成物は、約０．５％以上（例
えば、約１％、２％、３％、４％、５％、６％以上、又は約７％以上）及び／又は約８％
以下（例えば、約７％、６％、５％、４％、３％、２％以下、又は約１％以下）のポリエ
チレン、ポリブテン、及び鉱油組成物を含む。
【００６９】
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　保湿剤構成成分及び他の任意選択成分
　剃毛補助剤組成物は、他のスキンケア成分及び／又は他の添加剤を更に含み得る。組成
物を向上させるために基剤に添加することが可能なスキンケア成分としては、界面活性剤
（例えば、イソステアロイル乳酸ナトリウム、イソステアリン酸アンモニウム、ＤＥＡ－
ミリスチン酸塩、スルホン酸アルキルグリセリル、及びラウレス－１６）、ペトロラタム
などのスキンケア剤（例えば、皮膚軟化剤、潤滑剤、湿潤剤、保湿剤、及びコンディショ
ナー）、発泡剤、育毛抑制剤、植物抽出物、酸化防止剤、抗微生物剤、抗炎症剤、収斂剤
、抗刺激剤、脱毛剤、薬剤、吸収剤、芳香剤、着色剤（例えば、染料及び顔料）、及び角
質除去剤（例えば、ヘチマ、海藻、オートミール、軽石、杏子の種など）が挙げられるが
、これらに限定されない。スキンケア剤の例示的実施形態としては、グリセリン、ソルビ
トール、及びプロピレングリコールなどの湿潤剤、メントール、アロエ、アラントイン、
及びコラーゲンなどのスキンフレッシュニング並びに鎮静剤、ポリオキシエチレンなどの
潤滑剤、及びシリコーン（例えば、ジメチコン、ジメチコノール、ジメチコンコポリオー
ル、ステアリルジメチコン、セチルジメチコンコポリオール、フェニルジメチコン、シク
ロメチコンなど）、ナトリウム又はカリウム塩（例えば、乳酸塩、塩化物、スルホン酸塩
など）、ビタミン及びビタミン錯体（ビタミン前駆体及び誘導体を含む）、ヤシ脂肪酸塩
、金属酸化物、油（例えば、カカオバター）、ジメチコン、アラントイン、ヤシ脂肪酸ス
クロース、ラノリン酸オレイル、チオ尿素、酢酸トコフェロール、ＰＰＧ－３３、ウンデ
セス－３、蜂蜜、藻類、並びにアロエバルバデンシスが挙げられるが、これらに限定され
ない。スキンケア成分は、一部の実施形態では、約３５％以下（例えば、約３０％、２５
％、２０％、１５％、１２％、１０％、８％、６％、４％以下、又は約２％以下）の量で
存在し得る。吸収剤は、粘土又は粘土ベースの組成物、カオリン、木粉、塩化ナトリウム
、シクロデキストリン、胡粉、滑石、シリカ、ポリテトラフルオロエチレンなどとするこ
とができ、約９％以下（例えば、約５％以下又は約３％以下）の量で存在し得る。添加す
ることが可能な粘土としては、ベントナイト、カオリン、前述の粘土の組み合わせなどが
挙げられる。
【００７０】
　例示的な着色剤としては、単独若しくは組み合わせでの、染料及び顔料、例えば、二酸
化チタン、マンガンバイオレット、酸化亜鉛、ウルトラマリン（例えば、ウルトラマリン
青色４）、オレンジ色４、緑色３、又は化粧品での使用が認められている他の染料若しく
は顔料が挙げられる。着色剤は、特定の実施形態では、約６重量％以下（例えば、約４重
量％、２重量％、１重量％、０．１重量％、０．０１重量％、０．００１重量％、０．０
００１重量％以下、又は更には約０．００００１重量％以下）及び／又は約０．００００
０１重量％以上（例えば、約０．００００１重量％、０．０００１重量％、０．００１重
量％、０．０１重量％、０．１重量％以上、又は約１重量％以上）の量で添加することが
できる。
【００７１】
　芳香剤は、組成物に所望の香りを付与するために使用される着香剤であり、更には、組
成物の他の構成成分の、あまり望ましくない臭いを隠すことができる。化粧品での使用が
認められている任意の芳香剤を、採用することができる。特定の実施形態では、少なくと
も１種の芳香剤成分を、最大約４％（例えば、最大約２％、最大約１．５％、又は最大約
１％）の量で添加することができる。
【００７２】
　例示的なプロセス感受性相は、以下を含む。
【００７３】
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【表２】

【００７４】
　剃毛補助剤の磨耗特性
　一部の実施形態では、剃毛補助剤組成物は、良好な磨耗特性を呈する。磨耗特性は、幾
つもの方法で判定することができる。例えば、剃毛補助剤組成物を、カミソリ上に組み込
むことができ、特定の剃毛性能特性が劣化を開始する前の、剃毛の回数を判定することが
できる。他の実施形態では、剃毛補助剤組成物を、設定研削条件（例えば研削ホイールな
どの研削装置の、例えば、所定の表面組成物及び速度）に供し、所定の期間内に組成物が
どの程度摩滅するかを判定することによって、磨耗を判定することができる。
【００７５】
　一部の実施形態では、テクスチャ加工された表面の上の水流、及びこのテクスチャ加工
された表面と剃毛補助剤本体との間の水流を維持することによって、耐磨耗性を測定する
ことができる。このプロセスは、米国特許第７，８１１，５５３号の１２段落３３行目～
５６行目で説明されている。別の磨耗試験は、ホルダーに成形された剃毛補助剤組成物の
カートリッジを利用し、湿式ホイール装置を使用してカートリッジを試験する。このプロ
セスは、米国特許第７，８１１，５５３号の１２段落５７行目～１３段落１３行目で説明
されている。
【００７６】
　ＩＩＩ．成形剃毛補助剤組成物を作製する方法
　多工程プロセス
　一実施形態では、剃毛補助剤は成形されるものであり、米国第７，８１１，５５３号の
８段落６０行目～１１段落６行目で全般的に説明されるような、多工程プロセスによって
形成することができる。簡単に言えば、この２工程プロセスは、注入石鹸基剤を形成する
第１の工程を含み得る。
【００７７】
　注入石鹸基剤は、獣脂若しくは植物ベースの石鹸基剤、合成石鹸基剤、又はそれらの組
み合わせとすることができる。特定の実施形態では、石鹸基剤を形成するプロセスは、石
鹸基剤成分を、約８０℃以上（例えば、約８５℃、９０℃、９５℃、１００℃、又は１０
５℃以上）の温度まで上昇させる工程を含む。石鹸基剤成分は、一部の実施形態では、約
１時間以上（例えば、約２、３、４、５、１０時間以上、又は約２０時間以上）の期間に
わたって、これらの温度にさらされる。
【００７８】
　第２の工程では、特定のピリチオン源、エステル、ポリオキシエチレン、芳香剤、染料
、及び他の任意選択成分などの、プロセス感受性である成分のうちの１つ以上を含み得る
、第２の相が調製される。この第２の相は、グリセリンを約２５℃～約５０℃（例えば、
～約３５℃）の温度まで温め、任意のプロセス感受性成分を添加することによって、調製
することができる。この高温は、これらの成分の組み込みを助長し得るものであり、その
組み込まれる具体的な成分を基準として選択することができる。例えば、バターは、典型
的には、約３５℃で融解するため、第２の相の温度を約３５℃まで上昇させることにより
、その相へのバターの融解を助長することができる。成分の選択、及び選択される成分の
量は、最終的な剃毛補助剤組成物に所望されるレベルに応じて、様々に変化する。一部の
実施形態では、それ自体はプロセス感受性ではない成分を、第２の相中に含めることがで
きる。第２の相の温度は、特定の実施形態では、第２の相が石鹸基剤に添加されるような
ときまで、約２５℃～約５０℃（例えば、約３５℃）に維持することができる。他の実施
形態では、第２の相は、石鹸基剤中に組み込む前に、（例えば、室温まで）放令すること
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ができる。
【００７９】
　第３の工程として、この石鹸相の混合物から剃毛補助剤組成物を形成することができ、
第２の相が、図５に示されている。固化注入石鹸基剤２０２は、約９０℃～約１００℃（
例えば、約９１℃、約９２℃、約９３℃、約９４℃、約９５℃、約９６℃、約９７℃、約
９８℃、約９９℃、又は約１００℃）の温度まで加熱され、再融解することにより、融解
石鹸２０４が形成される。融解石鹸２０４は、ポンプ２０６を介して、撹拌機構２１２を
備える加熱された充填剤供給容器２１０内に定量送出される。充填剤供給容器２１０は、
その内容物の温度を、約９５℃に維持するように構成される。第２の相２２０が、加熱さ
れたチャンバ２２２内でプロセス感受性成分２２４を混合することによって形成される。
次いで、第２の相２２０は、ポンプ２２８を介して、充填剤供給容器２１０内に定量送出
され、石鹸基剤２０２と混合されることにより、溶融剃毛補助剤組成物２３０が形成され
る。
【００８０】
　次いで、溶融剃毛補助剤組成物２３０は、充填ポンプ２３２を介して、成形ブロック２
３８内に形成された個々の成形型２３６内に定量送出され、そこで剃毛補助剤組成物が冷
却されることにより、成形剃毛補助剤組成物２４０が形成される。溶融剃毛補助剤組成物
２３０の温度は、剃毛補助剤組成物が成形型２３６内に定置されるまで、約９５℃の温度
に維持される。
【００８１】
　溶融剃毛補助剤組成物２３０は、プロセス感受性成分２２４を含み得るため、溶融剃毛
補助剤組成物２３０は、プロセス感受性成分２３０の実質的な分解が生じるよりも短い期
間にわたって、その高温に保たれる。例えば、一部の実施形態では、溶融剃毛補助剤組成
物２３０は、成形型内に定置され、冷却される前に、約１２０分以下（例えば、約１１０
分以下、約１００分以下、約９０分以下、約７５分以下、約６０分以下、約５０分以下、
約４０分以下、約３０分以下、約２０分以下、約１０分以下、約５分以下、又は更には約
２分以下を含む）にわたって、高温に保たれる。この方式で、プロセス感受性成分が実質
的に分解されていない、成形剃毛補助剤組成物を形成することができる。
【００８２】
　特定の実施形態では、剃毛補助剤組成物は、成形型内に既に位置決めされている剃毛補
助剤装着装置（例えば、以下で説明されるウィング）を有する、成形型内に定置される。
この方式で、剃毛補助剤組成物は、固化すると、それ自体を剃毛補助剤装着装置内に埋め
込むことができる。
【００８３】
　剃毛補助剤組成物が、十分な点（例えば、成形型から容易に分離するほど十分に固化し
た点）まで冷却された後、その剃毛補助剤組成物を成形型から取り外すことができる。一
部の実施形態では、剃毛補助剤組成物は、成形型から取り外される前に、ほぼ室温まで放
冷される。他の実施形態では、剃毛補助剤組成物は、成形型から取り外される前に、約８
０℃以下（例えば、約７５℃、７０℃、６５℃、６０℃、５０℃、４０℃以下、約３０℃
以下、約２５℃以下、約２０℃以下、約１５℃以下、約１０℃以下、約５℃以下、又は約
０℃以下）の温度まで放冷される。
【００８４】
　１工程バッチプロセス
　一部の実施形態では、ピリチオン源及び任意のプロセス感受性成分は、１工程バッチプ
ロセスで、注入石鹸基剤融解物に直接添加することができる。そのような一実施形態では
、注入石鹸基剤融解物は、約９５℃に維持され、注入石鹸基剤融解物を最初に冷却するこ
とも、次いで再融解させることもなく、その融解物に第２の相を添加することにより、剃
毛補助剤組成物が形成される。次いで、この剃毛補助剤組成物は、１つ以上の成形型内に
定置され、冷却される。別のそのような実施形態では、プロセス感受性成分は、最初にプ
ロセス感受性相中に組み込まれることなく、注入石鹸基剤融解物中に直接混合される。次
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いで、得られた剃毛補助剤組成物は、１つ以上の成形型内に定置され、冷却される。いず
れの場合にも、この組成物は、プロセス感受性成分のうちの一部又は全てを実質的に分解
するために十分な時間が経過する前に、成形型内に定置され、放冷される。具体的には、
プロセス感受性成分を融解石鹸基剤に添加してから、その溶融剃毛補助剤組成物を成形型
内に定置して、剃毛補助剤組成物を冷却するまでに経過する時間は、プロセス感受性成分
のうちの一部又は全てが、典型的には、混合工程の高温及び剪断で分解を開始する時間よ
りも、短いものとするべきである。一般に、この時間は、約９０分未満（例えば、約８０
、７０、６０、５０、４０、３０、２０、１０分未満、又は約５分未満）である。
【００８５】
　連続プロセス
　一部の実施形態では、成形剃毛補助剤組成物は、連続プロセスで調製される。石鹸基剤
に関する成分が、最初に組み合わせられ、それらの成分の温度を、少なくとも約９０℃（
例えば、少なくとも約９５℃、１００℃、１０５℃、１１０℃、１１５℃、又は少なくと
も約１２０℃）まで上昇させるために、加熱チャンバに通して流される。この加熱チャン
バ及びポンピング機構は、それらの成分の十分な融解及び混合を可能にするために、石鹸
基剤構成成分の高温での十分な滞留時間を可能にするように構成される。
【００８６】
　次に、この融解物は、約１００℃以下（例えば、約９０℃以下、約８０℃以下、又は約
７０℃以下）に維持された、第２のチャンバ内に移動される。代替的には、この融解物は
、第１のチャンバ内に保持することもでき、第１のチャンバの温度を、約１００℃以下（
例えば、約９０℃以下、約８０℃以下、又は約７０℃以下）まで低下させることができる
。この温度を維持しつつ、その石鹸基剤融解物中に、プロセス感受性成分を導入して混合
することにより、剃毛補助剤組成物が形成される。それらの成分は、個別に導入すること
ができ、又は上述のプロセス感受性相の形態で導入することもできる。次いで、この剃毛
補助剤組成物は、例えば射出成形によって成形型内に流し込まれ、冷却されることにより
、成形剃毛補助剤組成物が形成される。
【００８７】
　押出石鹸
　特定の実施形態では、押出石鹸を採用することができる。石鹸基剤は、一般に、反応容
器内で石鹸基剤成分を組み合わせて、（例えば、鹸化又は中和反応による）液体石鹸基剤
、及びグリセリンを形成し、そのグリセリンを液体石鹸基剤から除去することによって、
形成することができる。この液体石鹸基剤を、乾燥チャンバに移動させて、そこで（例え
ば、真空噴霧乾燥によって）少なくとも一部の水を除去することにより、実質的に乾燥し
た石鹸ペレット（例えば、乾燥石鹸麺又は削屑）が形成される。次いで、乾燥石鹸ペレッ
トは、アマルガム器内に導入される乾燥石鹸ペレットをプロセス感受性成分と共に混合及
び／又は粉砕するための、１つ以上のパドルを有するアマルガム器内に導入されることに
より、押出石鹸乾燥ブレンドが形成される。押出石鹸乾燥ブレンドは、一部の実施形態で
は、巨大分子的に均質化することができる（例えば、乾燥石鹸ペレット間のプロセス感受
性成分の実質的に均一な分布を達成することができる）。次いで、押出石鹸乾燥ブレンド
は、例えば、１つ以上の圧延機内に押出石鹸乾燥ブレンドを導入することによって、精製
されることにより、実質的に均一な質感が達成される。次いで、押出石鹸乾燥ブレンドは
、押出機を使用して、任意選択的に熱（例えば、９５℃、９０℃、８５℃、８０℃、７０
℃、６０℃、５０℃、４０℃、３０℃以下、又は２５℃以下）及び／又は圧力を使用して
押し出されることにより、押出石鹸の連続バーが形成され、このバーに更なる加工処理工
程（例えば、所望の最終形状への切断及び／又は打抜き加工）を施すことができる。
【００８８】
　一実施形態では、本発明は、受容部材を形成する少なくとも１つの滑り部材保持構造体
を形成する、キャリアを提供する工程と、第１の滑り部材を提供する工程と、その第１の
滑り部材を受容部材上に取り付ける工程とを含む、物品を作製する方法に関する。これら
の工程は、１つ以上の滑り部材に関して実行することができ、それらの工程は、各滑り部
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材に関して同時に実行することができ、又は順次に（すなわち、同時にではなく）実行す
ることもできる。
【００８９】
　滑り部材が成形によって形成される場合、上述の多工程プロセスを介するものなどであ
る。滑り部材が押出成形によって形成される場合、押出石鹸ブレンドは、押出ダイに通過
させることにより、噛み合わせ部材を有する（鳩尾形のような）プロファイルへと形成す
ることができ、次いで放冷されて、適切な長さに切断される（この石鹸はまた、温かい間
に切断することもできるが、取り扱い中に、より変形を受けやすい）。代替的プロセスは
、石鹸を中間形態（丸い断面形状又は「Ｄ」形の断面形状を有する、円筒など）へと押し
出して、半加工品又はビレットを形成することである。次いで、このビレットを、直ちに
所定の長さに切断して、石鹸が依然として温かい間に、噛み合わせ部材を有するウィング
形状へとプレス成形することができる。更なるプレス成形工程を追加する利点は、単独の
押出成形よりも複雑かつ望ましい形態を、石鹸に追加することが可能となる点である。
【００９０】
　所定の形状へと成形又は押出成形され（かつ、任意選択的にプレス成形され）た後、そ
れらの滑り部材は、キャリア内に形成された滑り部材受容領域内に滑り込ませるか又はス
ナップ嵌めする前に、取り扱いを容易にするために放冷することができる。別の実施形態
では、滑り部材を取り付ける工程は、滑り部材が依然として温かい間に実施することがで
きる。更には、滑り部材のプロファイルは、受容領域に沿って長さ方向に滑らせる（受容
軌道に沿って滑り部材を滑らせるなど）か、又は、滑り部材の保持部分に加えられる対向
する圧力によって保持されるように、垂直にクリップ止め若しくはスナップ嵌めするか、
又は、剃毛のストロークの方向によって滑り込ませることが、より容易になり得るように
設計することが可能である。保持領域内部に滑り部材が保持されることを可能にするため
に、様々な形状を使用することができる。
【００９１】
　別の実施形態では、滑り部材を提供する工程は、受容部材に滑り部材を取り付ける工程
の前に、その滑り部材を室温まで冷却する工程を含む。一実施形態では、第１の滑り部材
を提供する工程は、石鹸供給原料を提供する工程と、その石鹸供給原料を押出成形して、
押出石鹸を形成する工程と、その押出石鹸を切断して、第１の滑り部材を形成する工程と
、その第１の滑り部材を冷却する工程とを含む。
【００９２】
　カミソリを組み立てる方法は、平坦表面及び少なくとも１つの隙間領域を形成するキャ
リアであって、その平坦表面の一方の側に前方接触表面を形成し、その平坦表面の反対側
に後方接触表面を形成し、少なくとも第１の滑り部材保持構造体を形成する、キャリアと
、そのキャリアに取り付けられて、皮膚に接触する接触表面を形成する、第１の滑り部材
とを備え、その皮膚接触表面が、キャリアの前方接触表面と同じ側に存在する、物品を提
供する工程と、カミソリカートリッジを提供する工程と、カミソリのハンドルを提供する
工程と、そのカミソリカートリッジとカミソリのハンドルとの間に、上述の物品を位置決
めする工程と、上述のキャリア内に形成された少なくとも１つの隙間領域を通して、カミ
ソリカートリッジにカミソリのハンドルを取り付ける工程とを含む。上述のキャリアは、
カミソリカートリッジ又はハンドルに固定される必要はない。
【００９３】
　本明細書の全体を通して与えられる全ての最大の数値限定は、それよりも小さい全ての
数値限定を、そのようなより小さい数値限定があたかも本明細書に明確に記載されている
かのごとく、包含するものと理解するべきである。本明細書の全体を通して与えられる全
ての最小の数値限定は、それよりも大きい全ての数値限定を、そのようなより大きい数値
限定があたかも本明細書に明確に記載されているかのごとく、包含するものである。本明
細書の全体を通して与えられる全ての数値範囲は、そのようなより広い数値範囲内に含ま
れる全てのより狭い数値範囲を、そのようなより狭い数値範囲の全てがあたかも本明細書
に明確に記載されているかのごとく、包含するものである。
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【００９４】
　特に指定のない限り、本明細書の明細、実施例、並びに特許請求の範囲における、全て
の部、比、及び百分率は、重量基準であり、全ての数値限定は、当該技術分野によって提
供される通常の程度の精度で使用される。更には、本明細書で使用するとき、特定の群が
、群を構成する要素のリスト「で構成される」ように説明される場合、その群はまた、群
を構成する要素の同じリスト「から本質的になる」か、又はそれら「からなる」ものとす
ることができる。
【００９５】
　本明細書で開示される寸法及び値は、記載された正確な数値に厳密に限定されるものと
して理解されるべきではない。むしろ、特に指定のない限り、そのような寸法のそれぞれ
は、記載された値及びその値の周辺の機能的に同等の範囲の双方を意味するものとする。
例えば、「４０ｍｍ」として開示される寸法は、「約４０ｍｍ」を意味するものとする。
【００９６】
　相互参照されるか又は関連するあらゆる特許若しくは出願を含む、本明細書に引用され
る全ての文書は、明確に除外されるか又は他の方式で限定されない限り、その全体が参照
により本明細書に組み込まれる。いずれの文書の引用も、その文書が、本明細書で開示又
は特許請求されるいずれかの発明に対する先行技術であることを容認するものではなく、
あるいは、その文書が、単独で、又はいずれかの他の参照文献との任意の組み合わせで、
そのようないずれかの発明を教示、示唆、又は開示することを容認するものでもない。更
には、本文書内の用語のいずれかの意味又は定義が、参照により組み込まれる文書内の同
じ用語のいずれかの意味又は定義と矛盾する限りにおいて、本文書でその用語に付与され
る意味又は定義が優先するものとする。
【００９７】
　本発明の特定の実施形態が例示され説明されてきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱
することなく、様々な他の変更及び修正を実施することができる点が、当業者には明白で
あろう。それゆえ、本発明の範囲内にある全てのそのような変更及び修正を、添付の特許
請求の範囲で扱うものとする。
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